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 「マンガの構造」はマンガを配置するときの提示形式に利用する。 
	 FRBR(Functional Requirements for Bibliographic Records) [8]とは書籍に関するメタデ
ータを扱うための基本モデルのことで、３つのグループから構成されている。第１グルー
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3.2. Wikipedia を利用したマンガのためのオントロジーの構築 
	 Linked Data とは、共通の記述形式である RDF で記述され、Web 上で共有できるよう
表現されたデータである。RDFは主語と述語と目的語の3つの要素を1セット（トリプル）
として表現する。通常マンガに関する情報を RDF で記述するためには、Web 上で公開さ
れているデータから個々のリソースを識別し、それらに意味的な関係を表現するリンク付
けを行う。マンガメタデータを、共有を目的としてRDFで記述しLinked Data化するため










	 例えば、マンガという概念がクラスである時、ONE PIECE や尾田栄一郎などの具体的
な作品名や個人名などはインスタンスである。ONE PIECE の作者が尾田栄一郎であると
いう関係を表すためにプロパティを用いる。また、クラスはサブクラスをもつことで階層
構造を作る。オントロジーを公開、広く利用してもらうために Web Ontology Language
（OWL）[13]が存在し、RDF の集合で構成されている。そして RDF の XML 構文によって
記述される。よって語彙の統制を行うだけでなく、オントロジー自体もRDFとして管理す
ることが可能となる。そしてこのオントロジーに記述されている情報を検索、結果を出力
可能にすることで、マンガに関する情報を Linked Data として共有可能となる。 
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る。 
 各国の漫画	  （8 サブカテゴリ、15 ページ） 
 漫画の出版物	  （3 サブカテゴリ、6 ページ） 
 漫画作品	  （14 サブカテゴリ、1 ページ） 
 ウィキプロジェクト 漫画	  （4 ページ） 
 漫画関連の一覧	  （3 サブカテゴリ、26 ページ） 
 漫画関連のスタブ項目	  （1 サブカテゴリ、8825 ページ） 
 漫画のテンプレート	  （14 サブカテゴリ、171 ページ） 
 漫画に関わる人々	  （7 サブカテゴリ、9 ページ） 
 漫画に関するイベント	  （1 サブカテゴリ、29 ページ） 
 マンガ・アニメ教育	  （2 サブカテゴリ、1 ページ） 
 漫画の形式	  （5 サブカテゴリ、14 ページ） 
 漫画の作品展開	  （4 サブカテゴリ、5 ページ） 
 漫画に関する施設	  （26 ページ） 
 漫画のジャンル	  （6 サブカテゴリ、28 ページ） 
 漫画の賞	  （2 サブカテゴリ、8 ページ） 
 漫画制作	  （1 サブカテゴリ、12 ページ） 
 漫画に関する出来事	  （12 ページ） 
 デジタル文化における漫画	  （1 サブカテゴリ、6 ページ） 
 漫画に関するテレビ番組	  （13 ページ） 
 漫画の登場人物	  （7 サブカテゴリ、179 ページ） 
 同人	  （5 サブカテゴリ、22 ページ） 
 漫画・アニメの表現	  （1 サブカテゴリ、33 ページ） 
 漫画に関する店	  （3 サブカテゴリ） 
 漫画のムーブメント	  （10 ページ） 
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品に関するものだけでなく、関わる人や会社、施設や賞等の情報があり、作品そのものを
扱うオントロジーでは対応できない情報が多い。そのため、上位クラス構造を考えるため
に Cinema Ontology[24]の上位構造（図５）を参考にした。 
 






Class:マンガに関わる人々、Class:マンガ Culture、Class:その他の 5 つを持っていて図６
















































































のサブクラスとして Web と紙媒体の区別をしている。 
	 Class:マンガに関わる人々は Category:漫画に関わる人々に対応する。Category:漫画家、
Category:漫画評論家などの個人を Class:Person、Category:出版社や著作権管理会社など
を Class:Corporate_Body として分けている。 
	 Class:マンガ Culture は Category:漫画の賞、Category:マンガ制作ソフトを含む
Category:漫画制作、Category:漫画に関する出来事、Category:同人、Category:漫画用語
（Category:漫画の表現）、Category:漫画ムーブメントに対応する。ムーブメントと出来事
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表１に示す。表の domain は主語になるクラス、range は目的語となるクラスを指す。 
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表  1 マンガオントロジーで作成したプロパティ一覧  








2 apper 掲載 マンガ雑誌 マンガ作品 appearOf と
inverse of 
3 apperOf 掲載される マンガ作品 マンガ雑誌 appear と
inverse of 
4 classify  (レーベルの)分
類 
出版社 レーベル - 
5 publisher 出版者 出版社 マンガ雑誌 - 














9 target 対象読者 マンガ雑誌 対象読者 - 
10 author 作者 マンガ作品 Person - 
11 hasCharacter 登場人物 マンガ作品 登場人物 characterOf 
と inverse of 
12 characterOf の登場人物 登場人物 マンガ作品 hasCharacter 
と inverse of 
13 crossOver クロスオーバ
ー 
マンガ作品 マンガ作品 Symmetric 
14 field 舞台 マンガ作品 舞台 - 
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17 remake リメイク マンガ作品 マンガ作品 - 
18 format 形式 マンガ作品 マンガの形式 - 









21 label レーベル マンガ作品 レーベル - 





23 original 原作 マンガ作品 原作品 - 
24 prize 受賞 マンガ作品 賞 - 
25 belongTo 所属 Person CorporateBod
y 
- 
26 birthplace 出身地域 Person 地域 - 
27 charge (作品に対して)
著作を持つ 
Person マンガ作品 - 





マンガ作品 Person - 
30 drawing 作画 マンガ作品 Person - 
31 editing 編集 マンガ作品 Person - 
32 review 評論 マンガ作品 Person - 
 
以上の手法によって 7764 個のエンティティ、41467 組のトリプルからなるオントロジー
を構築した。この内、マンガの知的内容を示す主要なクラスである 「mo:作品」クラスの
エンティティの内、マンガの著作単位を示す実体である「mo:マンガ作品」クラスのインス
タンス数は 3444 個、このインスタンスを object に持つトリプル数は 22,821 組であった。
更に、 この著作実体を関連づけられ、その知的内容を示す「mo:マンガ作品」を除いたエ
ンティティの数は 1029 個であった。これらの内、項目別ではマンガの著作の主題を示す
  21 
「mo:テーマ」クラス、特定の著作の主人公を示す「mo:登場人物」クラス、特定の著作の
舞台やその類型を示す「mo:舞台」クラス、著作の絵が持つ類型を示す「mo:画風」クラス
のエンティティ数はそれぞれ 61 個、920 個、27 個、13 個であり、これらと著作実体の関
連付けの数はそれぞれ 2341 組、68 組、856 組、441 組であった。即ち 3,444 作品に対して
3706 組の知的内容に関する関連付けが行われた。また、その他著者や出版社などの書誌情
報に分類される概念を主に含むクラスである「mo:マンガの具現化」クラス、「mo:マンガに
関わる人々」クラス、「mo:マンガ culture」クラスのエンティティ数はそれぞれ 662 個、
2202 個、2 個であった。 
 
	  







































  24 
5. マンガアクセス支援システム「マンガビューワー」の開発 
5.1. 書棚のメタファの実現 









図  9	 書店の書棚におけるマンガの提示と探索  
 
	 そのため目当ての書籍の近くにある書籍は、例えば作者や出版社が共通するといった同






















図  10	 マンガビューワーの構成  
 
	 まずマンガ排列をつくるために、マンガオントロジーから特定のマンガの内容に関する
情報を持っているマンガを取得する。その際、Linked Data で幅広く利用されている RDF
グラフを検索するためのクエリ言語である SPARQL(SPARQL Protocol And RDF Query 
Language)[14]を用いて問い合わせる。SPARQL は名前空間を記述する PREFIX 句、取得




図  11	 SPARQL クエリ例：昆虫に関するマンガ  
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図  12	 オントロジーからのマンガ取得例：昆虫に関するマンガ  
 
	 そして取得したマンガ情報を軽量なデータ記述言語の 1 つである JSON[15]形式に加工す
る。JSON 形式のマンガ情報は、データに基づいてドキュメントを操作するための
JavaScriptライブラリであるD3.js[16]を用いて配置し可視化する。この時にマンガの連載
期間や巻数など、配置に利用する情報を、Wikipedia に記述された情報を Web 上でオープ
ンに利用可能な Linked Data である Linked Open Data(LOD)として公開している
DBpedia[17]から取得している。また、提示するマンガの表紙画像の情報は Amazon の商品
情報を提供している Web サービスである Product Advertising API から取得している。こ
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  件名標目 
  要約 
  ジャンル 
  登場人物 
  設定 
  文学賞 
 
図  17	 FictionFinder の検索結果画面  




	 FRBRPedia[20]は Amazon にある情報を FRBR 化するシステムで、単行本単位である書
籍の情報を著作単位に結び付けて検索が行うことができる。知識ベースとして Wikipedia
の情報を利用している。FRBR 化の方法としてはまず Amazon の ISBN から Work が多数
収録されているデータベースの API である OCLC Classify API を利用して Work を特定す
る。つぎに ISBN を入力すると WorldCat 内の対応するデータを返すサービスである
xISBN を利用して Manifestation を特定する。最後に manifestation に関する情報内の言
語や翻訳者に関する情報から自動的に Expressions を生成し、いくつかの国立図書館によ
るプロジェクトで各国の典拠ファイルを一つにまとめた the Virtual International 
Authority File を利用して Actor を識別する。そのようにして FRBR 化された Work に含
まれる title, creator, categoriesなどの情報を利用したクエリをDBpediaに問い合わせる。
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 そして、ディジタル環境における書籍探索支援の研究として書棚における書籍の提示を





図  19	  The Bohemian Bookshelf の探索で利用できる情報  
 
	 The Bohemian Bookshelf の評価実験は大学の図書館にこのシステムを搭載したタッチ
ディズプレイを８日間設置し事前に使い方を教えずに利用してもらうという方法で行われ
た 129 人がこのシステムに反応したがそのうち実際操作したのは 94 人だった。操作した人
の平均操作時間は 1 分 6 秒であり、90%の人が教えてもらわなくても利用方法を理解した。
利用者に聞き取り調査を行ったところ、11 人から「新しい書誌を発見するのに有用」とい
う回答を得た。 
	 The Bohemian Bookshelf ではデータ作成のコストが膨大にかかる事から探索の対象と
なる書籍が 300 冊に限られている。対して本研究では手作業でデータを作成するのではな
く既に Web 上にある情報を利用しているためコストが少なくすんでいる。また今後 Web
上の情報が増えるに従って扱えるマンガの数は増える。 












































	 本研究の今後の予定としてオントロジー自体の拡充が考えられる。現在 Wikipedia に記
述されている全てのマンガに関する情報がオントロジーとして記述されている訳ではない
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